
 

 

 

 

 

 平成２４年９月２９日(土)、午後１時から、
池袋駅近くにある立教大学１１号館で、日本
統計協会主催、立教大学社会情報教育研究セ
ンター、日本統計学会、応用統計学会、統計
関連学会連合、統計数理研究所、全国統計教
育研究協議会などが共催して第６２回「統計
シンポジウム」が開催されました。 

「ビッグデータ時代におけるＩＣＴ＊１を活
用した問題解決力育成を考える～新課程にお
ける統計教育のあり方：教科：数学と情報の
連携の必要性～」をテーマに開催された今回
のセミナーでは４名の方が登壇しました。 

最初は文部科学省の初等中等教育局視学官
の長尾篤志先生、２番目は文部科学省生涯学
習政策局参事官（学習情報政策担当）付教科
調査官の上野耕史先生、３番目は慶應義塾大
学環境情報学部長・教授の村井純先生、最後
は大学入試センター顧問で中央大学大学院理
工学研究科教授の田栗正章先生でした。 

１９８０年代の日本の躍進をみた米国をは
じめ諸外国が２１世紀の若者に求められる知
識と能力の柱の一つとして「統計教育の充実」
を掲げ、教育改革を推進したといわれますが、
一方で「ゆとり教育」を目指した日本の教育
界との差は歴然、そこで先の学習指導要領の
改訂により、反転、統計関連のカリキュラム
の充実を目指しています。 

今回のセミナーではその考え方や目指して
いる内容等を具体的に紹介頂いたものです。 

また、セミナーの開始前と休憩時間を使っ
て会場提供元の立教大学社会情報教育研究セ
ンターはじめ、総務省統計局、統計数理研究
所、構造計画研究所の Minitab、米国ＳAＳ
Institute Japan のＪＭＰジャパン､東京図書、
教育出版、ベネッセなどの資料展示が行われ、
参加者が資料を参照していました。 

熱気あふれる講演と質疑応答で、予定を大
幅に超過し、午後５時、無事終了しました。 
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１５０名を超える参加者で会場は熱気に包まれていました 

＊１：ICT: Information and Communication Technology 



 

 会場の後部座席には展示コーナーが設けられ、会場提供元の立教大学社会情報教育研

究センターはじめ、総務省統計局や統計数理研究所などの展示が行われました。 

 展示コーナーでの質問にはかなり専門的な質問が交わされている様子でした。 

 

 

 

 開会に先立ち、日本統計協会の美添泰人

理事長（青山学院大学教授）がセミナー参

加への謝意を述べ、開会挨拶を行いました。 

 続いて日本統計学会の竹村彰通会長（東

京大学教授）が挨拶に立ち、統計教育への

学会としての取組み、統計検定などについ

て触れ、開会挨拶を行いました。 

 

 司会は慶應義塾大学大学院教授の渡辺

美智子先生が行いました。 
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立教大学社会情報教育研究センターの展示（手前）やベネッセさんの展示（左手） 

ＪＭＰジャパンの展示 構造計画研究所の展示 東京図書の教材展示 

挨拶する日本統計協会の美添理事長 

挨拶する日本統計学会の竹村会長 



 

      講演される長尾先生 

最初に登壇した文部科

学省の初等中等教育局視学

官の長尾篤志先生《高等学校

学習指導要領数学科におけ

る統計的な内容の意義と指

導～数学「データの分析」の

指導と評価の考え方～》をテ

ーマに、先の学習指導要領改

訂に取り組まれた背景、中学

校・高等学校の統計的な内容

などについて説明頂き、質疑

応答が行われました。 

質問に立つ参加者 
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３つのスクリーンを使って、見易く、迫力あるプレゼンテーションが行われました 



 

 当初予定された文部科

学省初等中等教育局視学

官の永井克昇氏都合によ

り急遽代理登壇した文部

科学省生涯学習政策局参

事官（学習情報政策担当）

付教科調査官の上野耕史

先生、学習指導要領改訂の

考え方について具体的に

説明を行い、講演後には熱

心に質疑応答が行われま

した。 

 

      講演される上野先生          熱心に質問する参加者 
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 続いて登壇したのが欧

米ではインターネットサ

ムライと呼ばれる我が国

のインターネットの生み

の親・慶應義塾大学の環境

情報学部長の村井純教授、

「ビッグデータ時代：教育

とインターネットの役割

と責任」をテーマに現代は

膨大なデータが簡単に集

まる時代、統計や情報教育

の必要性を訴えました。 

 

講演される村井先生、次第に熱くなり上着を脱いで舞台の上を縦横無尽に････ 
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走行する自動車が地上データの大きなスキャナーになると夢を語って下さいました 



 

 最後に登壇したのは大

学入試センター顧問で中

央大学大学院理工学研究

科教授の田栗正章先生。 

 「これからの時代におけ

る統計教育の目指すべき

方向とその評価～新課程

のねらいをふまえた入試

への期待～」をテーマに、

“統計学”の在り方と期待

を述べ、参加者との間で熱

心な議論を繰広げました。 

 

      講演される田栗先生          熱心に質問する参加者 

  すべての講演が終わり、最後に日本統計学会の竹村会長がこの日の講演者に感謝の

言葉を、また参加者への謝辞を述べて、閉会の挨拶を行い、午後５時終了しました。 
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レポート作成：前川 恒久 

ＱＣサークル京浜地区・顧問 
日本品質管理学会・広報委員 
同 ＴＱＥ特別委員会・委員 

どの情報が価値があり、有効なのかを見分ける技術も必要になると･･･ 


